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大学敷地内における違反喫煙の類型と介入つき観察の効果（長谷川）













































































































































































































































【20】単独 ＆ 休み時間 ＆ 文学部中庭（ベンチまたは敷石）
【13】単独 ＆ 休み時間 ＆ 講義棟隣接自販機前
【 7 】単独 ＆ 休み時間 ＆ 講義棟裏
【 6 】単独 ＆ 休み時間 ＆ 座主川遊歩道
【 4 】集団 ＆ 休み時間 ＆ 講義棟裏
【 3 】集団 ＆ 休み時間 ＆ 自販機前




年・月 観察日数 目撃件数 単独 2人以上 注意件数 総人数 備考
2013年4月 3 3 2 1 3 4 建物からの目視
5 24 7 6 1 7 9
6 25 21 19 2 19 22
7 23 14 11 3 12 15
8 19 6 5 1 4 4
9 26 2 1 1 2 1+α 日本語検定試験
10 29 11 7 4 9 11
11 27 12 11 1 7 9
12 22 5 3 2 4 3+α 外部団体研究会
2014年1月 25 5 3 2 4 5
2 26 4 4 0 1 1
3 23 2 2 0 1 1
2014年4月 7 9 7 2 9 11 全面禁煙実施
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大学敷地内における違反喫煙の類型と介入つき観察の効果（長谷川）
次に第二の対策として、サークル等集団内での禁煙率を上げるための活動を支援していく制
度が必要と思われる。これまでの喫煙対策は、もっぱら、喫煙者個人個人に対して禁煙を呼び
かける、禁煙希望者に禁煙外来を紹介するといった個別的対応に終始していた。しかし、敷地
内では仲間同士の集団喫煙のほか、上掲のように、サークル活動中（集合・解散時や学外での
コンパや合宿を含む）の喫煙が黙認・許容されている可能性が高い。よって、すでに喫煙して
いる人ばかりでなく、非喫煙者を含めた、集団・集合場面での喫煙を許さない環境作りが必要
である。これには罰的統制とポジティブな統制が考えられる。罰的統制とは、サークル活動中（集
合・解散時を含む）に部員が敷地内喫煙をした場合にそのサークル名を公表したり、改善が見
られない場合には活動停止にするといった対応を行うことである。サークル内で未成年学生へ
の飲酒を黙認したり強制した場合（「アルハラ」）には活動停止や廃部といった厳しい処分が行わ
れる場合があるが、喫煙行為に関しても同様の対応を明文化する必要がある。但し、以上述べ
た罰的統制だけでは、積極的な禁煙推進は期待できない。よりポジティブな対応としては、例
えば、以下のような活動を積極的に行っているサークルを「模範的健康サークル（仮称）」として
認証し、新入生勧誘の際にそのことがアピールできる（認証を受けないサークルは「不健康サー
クル」として低く評価される）ような対策をとることも一案である。
・学内はもちろん、学外においても、サークルとしての活動中（集合、解散、非公式なコンパ
を含む）、指定喫煙場所以外での喫煙は一切しない。
・未成年者（新入生の大半）には喫煙をさせない。
・サークルとして、副流煙の防止を徹底する。
・他の部員に喫煙を勧めない。
・喫煙を中止するように注意した部員に対して嫌がらせをしない。
・サークルの部長・責任者は以上を厳守する。
これらが定着し、禁煙対策についていっそうの理解が進めば、違反喫煙・迷惑喫煙を放置し
ているようなサークルは悪い評判によって入部者が集まらず、廃部処分にしなくても自然に解
散に追い込まれることになるだろう。
最後に、岡山大学の場合、敷地内禁煙の推進はもっぱら、学内の安全衛生委員会と安全衛生
部保健衛生管理課の手によって行われているが、もともと安全衛生委員会は、法律で事業場ご
とに設置が義務づけられている委員会として構成されたもので、労働災害の防止、防火・防災
対策、敷地内の交通安全対策など幅広い業務に携わっている。いっぽう、学生・教職員の健康
管理については保健管理センターがあり、さらにサークル活動は学生支援センター、というよ
うに縦割りになっていて、必ずしも十分に連携できる体制にはなっていないように思われる。
よって、上述のような対策を強力に推進するためには、大学内において、敷地内禁煙の徹底と
禁煙サポート、サークル活動の禁煙支援を統括的に行うセンターを設置することが求められる。
７. 引用文献
　本稿では印刷文書よりもネットで公開されているコンテンツの引用が多かったため、印刷媒
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体の引用文献表は作らず、脚注に記した。なお、ネットのリンク先URLはサイト開設者の都合
によりしばしば変更されることがある。この場合は、文書名で再検索するか、インターネット
アーカイブ（Internet Archive、https：//archive.org/）に当該のURLを入力して過去ファイル
を取り寄せていただきたい。
